




























ゼ (APX),カタラーゼ (CAT),ペルオキシダーゼ (pox)の活性は野生株よりも高かったが,変異体
のスーパーオキシドデスムターゼ (SOD)の活性は野生株と有意差はなかった0-万で,短期se処理で
は,変異体のAPX,POX,SODの活性は野生株よりも高い値を示した｡これらの結果は,Se処理時間に
よってSe耐性機構に関与する抗酸化酵素が異なっていることを示した｡
sultrl;2の変異のために,Se処理によってSULTRl;2の代わりに高親和性硫酸輸送体であるSULTRl;)
の発現が上昇した｡さらに,短期及びに長期se処理では,高濃度のSe施肥によってS代謝経路の下流
に位置するmethioninesynthase(MST),Metmethyltransferase(MMT)の遺伝子発現が上昇した｡sULTRl;I
の発現がMSTとMMTの発現を上方制御している可能性がある｡また,MMTの触媒によって産生され
るmethylselenomethionine(MeSeMet)は植物体内にプールされ,その後,セレン化ジメチル (Me2Se)
として放出されるという解毒化機構の強化が考えられた｡また,MSTとMMTは葉緑体外で働くことか
ら,MeSeMetプールという形での葉緑体からのSeの隔離により葉緑体をSeストレスから保護すること
が考えられたOこれらの機構の結果,Seストレス下における抗酸化酵素活性や葉緑体機能の維持に繋が
り,さらに,sultrl;2のSe耐性に寄与している可能性がある.従って,ArabidopsisthalianaのSe耐性に
は,SUIJRl;1が重要な役割をしているものと考えられる｡
論文春査結果の要旨
本論文は,植物のセレニウム耐性機構における硫酸輸送体の役割を明らかにしようとしたものである｡
初めに,シロイヌナズナ硫酸輸送体 sULTRl;2ノックアウト変異体 sultrl;2を用いて,セレニウム耐
性を調査し,野生株よりもセレニウム耐性があることを明らかにした｡変異体では,野生株と同様に地
上部へのセレニウムの取り込みがあるが,シンブラストには取り込まれず,アポブラストに隔離してい
ることを明らかにした｡
次に,変異体では,野生株に比べ,タンパク質の酸化や脂質過酸化が抑制され,また,抗酸化系の酵
素の活性が高く維持されていることを明らかにした｡
さらに,ジメチルセレニドへの変換に関わる酵素の遺伝子発現が上昇していることを明らかにした｡
以上の結果から,硫酸輸送体は,セレニウムの細胞内への取り込みに関与し,この取り込みを抑制す
ることによって,植物にセレン耐性が付与されたことを明らかにした｡
本研究内容は,学術的な価値のみならず,植物を用いた環境浄化技術の基礎となるものである｡従っ
て,本審査委員会は本論文が博士 (農学)の学位論文に値すると判断した｡なお,学位審査請求時には,
参考論文は受理を前提とした ｢再投稿｣の状態であったが,このうち論文1)については,受理されて
いるQ
